
第７章

タイ２０１１年大洪水後の短期治水対策

スッチャリット・クーンタナクンラウォン

（翻訳：星川 圭介）

はじめに

２０１１年７月から１１月にかけて，チャオプラヤー川流域の平野部は深刻な洪水

被害に見舞われた。７月に北部で被害が発生したのを皮切りに，９月には中流

域，１０月にはバンコク周辺域へと被災域は流域下部に向かって遷移した。排水

不良ではなく河川氾濫によってバンコク中心部が冠水するのは例がなく，バン

コク郊外の工業団地へと氾濫水が押し寄せたのも初めてのことであった。２０１１

年タイ大洪水の損害額は以前の洪水の１０倍以上と推計され，とくに工業部門の

損害が甚大であった。２０１１年１２月１日時点の世界銀行の推計による全体の損害

額は４５７億米ドルにのぼり（World Bank２０１１），それまで同推計額において世界歴

代４位であった１９９４年のカルフォルニア地震（４２０億米ドル）（Bo Zhang２０１１）を

上回った。その被害は，世界の保険業界，ハードディスク製造業界をはじめ世

界的なサプライチェーンに深刻な影響を与えた。

洪水後，タイ政府は短期および長期の治水対策を企図し，治水対策の草案作

成のために組織した水資源管理戦略委員会（Strategic Committee forWater Resource

Management: SCWRM）のもとに，短期対策と長期対策を担うふたつの小委員会

をおいた。これらの小委員会は関連当局が政府に提言した対策や事業を集約し，

事業計画の起草にあたる。

本章では短期治水対策事業に焦点を当て，２０１２年に実施済みの事業の計画と

意図を解説する。また将来的な治水計画をより良いものとするために，実施済

みあるいは実施中の短期対策事業について，その有効性と修正点を検証したい。
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第１節 事態の推移

２０１１年タイ大洪水では，チャオプラヤー川沿いの水門等の水利施設が被害を

受け，破壊された水利施設は３０か所以上に上る（図１）。河岸の堤防を越えた水

は水田地帯で面的広がりをもつ流れとなり，最終的には工業団地の堤防を越え

て内部へと流れこんだ。バンコク近郊主要７か所の工業団地において，氾濫水

は精密工作機械をはじめ設備・施設等に甚大な被害をもたらした。衛星画像か

ら推定された２０１１年と２０１２年の９月時点のチャオプラヤー川流域氾濫域はそれぞ

れ１万３７５平方キロメートル，３０７０．２８平方キロメートルであり，２０１１年の洪水規

模の大きさがみて取れる（図２）。洪水のおもな原因の一つは長期間にわたる高

強度の降雨であり，これが８月から１０月の長期にわたる大量の河川流出（洪水）

につながった。

図１ 破堤等重大事象の発生箇所（網掛け部分は冠水範囲）

（出所） Sucharit Koontanakulvong（２０１２a）より筆者作成。
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表１・表２はチャオプラヤー川中・下流域を占めるタイ中央平原における２０１１

年の洪水状況を示した水収支のバランスシートである。ある地域に流入する水

量が地域からの流出量を上回ればその差は地域内への貯留量となる。貯水池や

遊水地への貯留でなければ，貯留量はすなわち氾濫水の量である。

表１は中央平原の上端に位置するプーミポン・シリキット２大ダム下流から

ナコーンサワン（チャオプラヤー・デルタ上端）までについて，表２はナコーンサ

ワンから河口（海）までについて，２０１１年５月から１１月の流入量（河川流入と降

雨）と流出量，その差引した域内貯留量を示している。これらによれば貯留量は

ナコーンサワンより上流の地域で６１億８０００万立方メートル，ナコーンサワンよ

り下流の地域（チャオプラヤー・デルタ）では１４８億１８００万立方メートルであり，

将来的にはこの合計量である２０９億９８００万立方メートルに対処可能な治水計画が

求められる。

図２２０１１年９月と２０１２年９月の冠水範囲比較

（出所）（GISTDA ２０１１および GISTDA ２０１２）より筆者作成。
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第２節 治水の原則

政府が設置した水資源管理戦略委員会（SCWRM）は，次の８本の柱からなる

治水事業計画を発表した。

（１）上流域における植林と森林保護

（２）大規模ダム年間水管理計画策定

水量
（百万立方メートル）

総流入量に対する比
（％）

総流入量 ４０，９２８ １００

プーミポン・ダム放流量 ３，７７６ ９

ワン川流入量（W．４A） ３，５２０ ９

ヨム川流入量（Y．１６） １１，１２４ ２７

シリキット・ダム放流量 ５，２０９ １３

推定降水量 １７，２９８ ４２

流出量（C．２通過流量）（注） ３４，７４８ ８５

収支（貯留量） ６，１８０ １５

水量
（百万立方メートル）

総流入量に対する比
（％）

総流入量 ５７，６９６ １００

チャオプラヤー川流入量（C．２） ３７，５４５ ６５

下流ダム（注）放流量 ４，２２７ ７

推定降水量 １５，９２４ ２８

総流出量 ４２，８７９ ７４

流出１（ターチーン川） １，７９９ ３

流出２（チャオプラヤー川） ３８，３２４ ６６

流出３（バンコク東部域水路） ２，７５７ ５

収支（貯留量） １４，８１８ ２６

表１ 氾濫水の形成要因：中央平原上部（２０１１年５月～１０月）

（出所） Chulalongkorn University（２０１１）．
（注） ナコーンサワンにおけるチャオプラヤー川流量観測点

表２ 氾濫水の形成要因：中央平原下部（２０１１年５月～１０月）

（出所） Chulalongkorn University（２０１１）．
（注） パーサックダムなど。
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（３） 破損水利施設の修復・改善

（４） 洪水データ収集，予測，警報システムの構築

（５） 洪水対応システムの構築

（６） 遊水地確保と地権者への補償

（７） 組織・法制度改革（水管理，土地利用，森林，遊水地）

（８） 政府が行う洪水対応への市民参加・理解の促進

ハード（施設・設備）・ソフト（組織・制度）両面の対策が求められており，具

体的対策のなかには即時に実施されるべき事業のほか，長期的課題も少なくな

い。上記の事業を網羅した統合的な計画策定が必要である。

SCWRMは，即時・短期対策（利水・治水施設の即時復旧および短期改善事業）
担当の小委員会と，長期対策（持続的―中期・短期―計画）担当の小委員会をおく

ことを決めた。即時・短期対策と長期計画策定のいずれも困難な状況に直面し

たとき，役割を明確化して効率化や負担軽減を図るためである。このうち，即

時対策小委員会が担当する水利施設復旧事業と即時対策事業には，水管理関連

事業をはじめとする各種対策事業が盛り込まれた。これらは，２０１１年規模の洪

水を仮定して，２０１２年の洪水被害軽減をめざして立てられた事業である。水管

理関連事業を統括する作業部会が設置され，治水と洪水被害軽減に向けて，下

記４点の被害軽減事業が提案された。これら即時・短期対策として提案された

被害軽減事業は，１～２年のうちに実施されるものである。

（１）地域特性を反映させつつ，既存の施設を有効利用する。

（２）貯留容量と排水能力を向上させる。

（３）市街地と経済地域の冠水被害を防止する。

（４）必要に応じた補助的対策を施す。

一方，長期対策小委員会が受けもつ持続的水資源開発計画は，長期的に起こ

りうる洪水に対処するため，特別国債の発行による特別洪水救済予算を措置し，

そこから行われる予定である。
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第３節 即時・短期対策の枠組み

関連省庁が議論を重ね，即時・短期対策事業の行動計画が起草された。主目

的は２０１２年に起こり得る洪水を防ぐために排水能力を増加させ，洪水制御能力

を向上させることにあった。この行動計画とその具体的目標，個別的作業計画

の関係は次のとおりである。

＜洪水防止と被害軽減のための短期行動計画：三つの目的と六つの作業計画＞

目的

（１）短期的な洪水被害を防止・軽減し，中長期的な効果をねらった解決策を

策定すること。

（２）チャオプラヤー川本流の流下能力を超える流出（超過洪水）が発生した際，

超過分を分水・迂回させるための構造物や運河・フラッド・ウェイ・堤防

の改良，および排水システムと洪水期の洪水管理方法の改善。

（３）予測・警告能力を高め，水害関連情報を蓄積するデータベースのデータ

集積・配信能力を向上させること。

作業計画

（１）上流や主要ダム・水流の管理・運用に関する国家作業計画。

（２）既存水利施設等の復旧や建設予定構造物の設計改良に関する作業計画。

（３）予測・警告システムのデータベース開発の作業計画。

（４）工業団地等の重要地域における緊急時対応計画。

（５）遊水地事業用地の選定と地権者補償に関する作業計画。

（６）水管理関連組織の改善にむけた作業計画。

上流域ではダム運用の変更による洪水調節容量の増加など，洪水貯留機能の

増加に向けた対策，中流域では洪水流出を制御し，チャオプラヤー川本流を氾

濫させないための中枢的水利施設の復旧と緊急遊水地の改善事業とが検討され

た。さらに下流域では，水路の浚渫やポンプの増設，堤防の補修などによる海

への排水能力向上のための対策が検討対象となった。六つの作業計画の下に１０４３

の事業が配置され，実施予算は４２９億７３００万バーツに上る。２０１２年１月，SCWRM
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はこの作業計画に同意し，内閣も２０１２年２月に予算枠組みを承認した。主要な

即時・短期対策事業には以下の六つがある。

（１）補修にともなう水利施設の機能向上

先に述べたとおり２０１１年の洪水ではとくにチャオプラヤー川本流沿いの水利

施設が大きな被害を受けた。限られた時間のなかでこれら水利施設の補修を急

ぐ必要があり，２０１２年に発生し得る洪水を制御するための機能向上に補修の焦

点が絞られた。補修作業の対象は水門と堤防，道路である。そのほか工業団地

など特別地域を対象とした恒久堤防の建設事業からなる洪水防御事業（図３）も

計画された。

（２）上流域における事業

チャオプラヤー川の水位は毎年９月ごろにピークを迎え，洪水年には大規模

図３ 堤防による工業団地の囲い込みと幹線道路路面かさ上げによる堤防化

（出所） SCWRM（２０１２）より筆者作成。
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図４ ダム運用規程の改定

（出所）（RID２０１２b）より筆者作成。

な氾濫を生じて被害をもたらす。別の作業部会はこの９月のピーク流量を低減

させるためにダム運用の見直しを行い，主要なダムについて放流操作ガイドラ

インを起草した（図４）。これは８月までに放流を行い，９月と１０月の放流を最

小限あるいはゼロにすることを可能にするものである。この運用見直しによっ

て上流の主要ダムに合計約５０億立方メートルの洪水調節・緩和容量が創出され

ると見積もられており，これによりチャオプラヤー本流 C．２観測点（ナコーンサ
ワン）における洪水時ピーク流量を毎秒６００立方メートル低減することができる。

（３）中流域における事業

中流域では緊急用遊水地の準備が進められた。下流域で氾濫を起こし得る大

量の河川流出が生じた際，その一部を一定期間この遊水地に流し込むことによっ

て，河川流出のピークカットを行うものである。詳細な調査に基づいて遊水地

用地が選定され，遊水地への導水および遊水地からの排水をより効率的に制御

するための浚渫や堤防の建設，ポンプ場の設置等，改善事業が計画された。緊

急時のために用意されたこうした遊水地は，北からピッサヌローク，ピチット，
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図５ 遊水地指定地区

（出所） RID（２０１２c）より筆者作成。

ナコーンサワン，シンブリーそしてアユッタヤーの各県に分布している。その

面積は合わせて約２１０万ライ（約３３万６０００ヘクタール）に上る。図５に遊水地の一

部についてその位置関係を示す。こうした遊水地の運用により，洪水時には最

大５０億立方メートルの河川流出を一時貯留することが可能となる。

（４）下流域における事業

下流域（アユッタヤー県南部から海にかけての地域）では，フラッド・ウェイ

（洪水放水路）の改善事業が緊急事業として計画された（図６，図７）。これはター

チーン，チャオプラヤー，バーンパコーンの各河川と水路・運河網を通じて洪

水流をタイ湾へと放出するものである。排水能力を増加させるために長大な水

路・運河区間に対する浚渫事業，ポンプの増設，そして河川堤防が低くなって

いる部分についてはそのかさ上げが計画された。

バンコク東部を対象とした排水改善事業も実施されている。チャオプラヤー

東岸地域では，バンコク中心部の北東から東に位置するランシット運河とその

支線水路，その下流の水路網が排水の要となる。ランシット運河支線第１水路

第７章 タイ２０１１年大洪水後の短期治水対策
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図６ バンコク都周辺における排水容量拡大

（出所） SFCWRM（２０１２）より筆者作成。

図７ 単一指揮単位のもとにおかれた国家水資源洪水管理政策局
（National Water Operation Center: NWOC）

（出所）（Supot２０１２）より筆者作成。
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から第７水路にかけて流入する洪水については，必要に応じてランシット運河

を通じてチャオプラヤー川へと排水される。一方，第８水路から第１４水路にか

けて流入する洪水については第１３水路および第１４水路からプラオンチャオ・チャ

イヤーヌチット運河を通じてタイ湾沿岸に設置されたポンプ場へと導かれる。

緊急の場合，必要かつ可能な場合にはバンコク中心部を通じた排水（毎秒約３００

立方メートル）も実施される。これらは下記５事業に大別できる（Supot２０１２）

（位置関係については図６および巻末資料を参照）。

� 輪中の再建：チャオプラヤー川～パーサック川（河口からプララーム６堰）～

ラピーパット水路および第１３水路～プラオンチャオ・チャイヤーヌチット運

河に囲まれた地域（バンコク都庁・区自治体・県自治体・海洋海浜資源局）

� 排水門の補修と排水用ポンプ場の増設：ランシット運河のチャオプラヤー

川接続部，オーム運河，バーンプラオ運河などにポンプを増設（灌漑局・バン

コク都庁）

� 輪中内の水路・運河の改修：とくに南北方向の水路・運河（灌漑局・バンコ

ク都庁）

� 国王堤（キングス・ダイク；バンコク都心の輪中堤）のかさ上げと一部拡張：

北側はランシット運河南岸，東側はニミットマイ通に沿って堤防を延長。こ

れにより国王堤で守られる範囲を北東側に拡大する。また国王堤への水門の

増設と臨時ポンプの設置をあわせて行う。（海洋海浜資源局・道路局・灌漑局）

� フラッド・ウェイ（洪水放水路）の改良：パーサック川から上記�の輪中の
外側をとおり，ラピーパット水路～第１３水路～プラオンチャオ・チャイヤー

ヌチット運河を経てタイ湾へ至る路線を改良する。常設の水路ではなく，堤

と水路に挟まれた帯状の土地を洪水時に放水路とするもの（以下「放水帯」と

する）。放水帯外縁をなす水路を浚渫するとともに，水が流れやすいよう洪水

放水帯内の土地を整備する（海洋海浜資源局・道路局・灌漑局・沿線各県）

一方バンコク西部（チャオプラヤー川西岸）における排水改善事業では，バン

コク北方でチャオプラヤー川からその西岸へと流入する水を受ける。必要かつ

可能な場合において，北方から流入する水の一部（毎秒約７５立方メートル）をタ

ウィーワッタナー運河からパーシーチャルーン運河を経由し，ターチーンやマ

ハーチャイ運河を通じてあるいは直接海へ放流する。これらは下記５事業に大
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別できる（Supot２０１２）。

� 輪中の再建：チャオプラヤー川～プラヤーバンルー運河（南岸側）～ターチー

ン川に囲まれた土地（バンコク都庁・区自治体・県自治体・海洋海浜資源局）

� 排水門の補修と輪中外縁における排水用ポンプ場の増設：マハーサワット

運河両端（チャオプラヤー川・ターチーン川に接続），プラピモン運河など

� 輪中地区内の水路の改良：上記�輪中内のとくにサナームチャイ・マハー
チャイ調整池への排水路である南北方向水路（灌漑農地・バンコク都市街地の両

方について）（灌漑局・バンコク都庁）

� 車道を利用した非常用排水路の建設：プッタモントン５号線と西岸外環状

道路を利用。これらの道路に接続する運河・水路の改良もあわせて行う（オー

ムカーム運河，ケーラーイ運河など）。（道路局・灌漑局・バンコク都庁）

� 輪中外のフラッド・ウェイの改良：上記�の輪中の外にあたるアユッタヤー
県西部のチャオチェット・バーンイーホン灌漑事業地区からターチーン川右

岸（西岸）ナコーンパトム県のバーンレーン郡，サムットサーコーン県バーン

ペーオ郡を経由してタイ湾に至る路線を改良する。フラッド・ウェイとなる

帯状路線（放水帯）の外縁をなす水路を浚渫するとともに，水が流れやすいよ

う放水帯の中の土地を整備する（海洋海浜資源局・道路局・灌漑局・沿線各県）

（５）洪水対応システム：緊急対応に必要な資材の一覧をあらかじめ登録し，関

係省庁間で共有するために共用在庫管理システムが設置された。ここで管理

されるのは共用資材と呼ばれる移動式ポンプ，車両，救援物資袋等である。

このなかには可搬型軸流水中ポンプも盛り込まれた。これは低地部の運河に

設置し，強制的に水を押し出して排水能力向上を図るという新たな試みに用

いられるものである。これら登録資材の共有は次に述べる単一指揮単位のも

とで行われる。

（６）単一指揮系統：洪水被害が広がるさなかの２０１１年１０月初旬，関係省庁が行う

各種洪水被害対策を指揮するためのタスクフォースとして被災者救援本部が

設置され，また洪水が終息に向かう１１月初旬には救援・復興計画を策定する

ための組織として前記，水資源管理戦略委員会（SCWRM）が設置された。続

く２０１２年２月，利水・治水政策委員会（WFMC）とともに首相府のもとに設置
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されたのが利水・治水実施委員会（NWPFC）である。

この利水・治水実施委員会は，SCWRMの提言に沿って設置された組織で，
洪水に関する情報を集約して水管理方針を決定するとともに，単一指揮組織（シ

ングル・コマンド・オーソリティ）として関係省庁の水管理を指揮統制する。水管

理の指揮統制に関する意思決定を行うために，データ・モニタリングや情報伝

達・表示・計算，気象予測を行う設備・施設から構成される統合情報システム

（図７）を導入する計画も盛り込まれた。この単一指揮組織はまた，長期事業の

実施主体ともなる。

第４節 即時・短期対策の進捗状況

政府は，被災者に対する社会的支援や上流域における植林，インフラ改善か

らなる短期的な治水対策の予算を承認した。インフラ改善の予算は即時・短期

インフラ改善事業にも配分された。即時の改善事業は６２４事業と１３３億４３００万バー

ツの承認済み予算からなり，短期の改善事業は４１９事業と２５６億３７００万バーツの承

認済み予算からなる。改善事業にはおもに水利施設等構造物の補修，堤防の改

修，路面のかさ上げ，浚渫，ポンプの設置，遊水地事業用地の準備などが含ま

れる。

利水・治水管理委員会が２０１２年１２月に出した事業進捗報告書によれば，２０１２年

１１月９日時点での全体の事業進捗率は４３％であった。即時対策については８７％，

短期対策については１４％である。表３は，同報告書に基づき，すべての予算承

認済み事業について進捗状況を示したものである（予算承認の条件として追加書類

が必要な事業もあり，これに伴う予算の一部未承認事業は「未報告」と表記）。事業は

チャオプラヤー川東岸事業，同西岸事業，および上述の共用資材整備事業であ

り，うち，チャオプラヤー川東岸事業および同西岸事業の進捗率はそれぞれ２５％

と７％（共用資材整備事業については未報告）。残りの事業は河川が減水し工事が

容易になる２０１３年暑季（おおよそ１月から５月）を待って引き続き実施される予

定である。

現在，おもに事業実施の障害となっているのは予算承認の遅れや降雨による
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事業項目・実施主体
予算

（百万バーツ）
事業数

進捗率
（％）

注記

ａ）即時事業

１ 運輸省 ２，４９１ ４４ ９２

２ 農業協同組合省 ６，２５１ １２９ ９６

３ 科学技術省 １，９８５ ２４ ６８

４ 内務省 １，８４６ １５０ ６２

５ 国防省 ７７０ ２７７ １００

小計 １３，３４３ ６２４ ８７

ｂ）短期事業

ｂ１ チャオプラヤー川東岸

１ 運輸省 １５，７１６１） １４０ n.a.

２ 農業協同組合省 ２，０２７ ９８ ３２

３ 内務省 １，２２０ ２ ９３

４ 産業省 ３，２３７ ６ ９０ 工業団地関連

５ 教育省 １７１ １ n.a.

小計 ２２，３７１２） ２４７ ２５

ｂ２ チャオプラヤー川西岸

６ 運輸省 ６，００８３） ４９ n.a.

７ 農業協同組合省 ４８８ ２５ ９５

小計 ６，４９６４） ７４ ７

ｂ３ 共用資材

８ 国防省 ２０ １ n.a. 軸流水中ポンプ

９ 内務省 １２９ １ n.a. バンコク都対象

小計 １４９ ２ n.a.

Ｃ）遊水地改良

１ 農業協同組合省 ６１４５） ９６ n.a.

合計 ４２，９７３ １，０４３ ４３

表３ 即時および短期事業進捗状況（２０１２年１１月９日時点）

（出所） W.F.M.C.（２０１２b）．
（注）（１）うち１１８億９８００万バーツのみ承認。

（２）うち１８５億５３００バーツのみ承認。
（３）うち５８億２３００万バーツのみ承認。
（４）うち６３億１１００万バーツのみ承認。
（５）うち５億１９００万バーツのみ承認。

n.a.：予算承認待ち個別事業が含まれるため進捗報告なし。
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作業中断，そして地元住民らとの用地使用交渉である。

第５節 短期治水対策の有効性

即時・短期減災事業計画に基づき，２０１２年３月から９月にかけて多くの改善

事業が実施された。このなかには堤防の補修や改良や水路・運河の浚渫，既存

の堤防と道路をつないで治水堤防として活用する事業（図８），水路・運河の流

れの加速ポンプ（軸流水中ポンプ）の設置，ダム運用規程の改定（図４），遊水地

用地の準備がこれに含まれる。

実施済み事業のうちダム運用規程の改定により約５０億立方メートル，遊水地

設置により約５０億立方メートル，排水改善により約２０億立方メートルの洪水調

節・緩和機能向上が見込まれている。チャオプラヤー・デルタに関しては，ナ

コーンサワン（C．２観測点）におけるチャオプラヤー川の流量が毎秒３６００立方メー

図８ 洪水防止堤防として機能する道路の路面かさ上げ

（出所）（BMA ２０１２）より筆者作成。
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トルを超過すると，その下流の河道狭窄部などで氾濫が生じるとされている。

２０１１年には約１カ月半にわたってその基準を大幅に超過する流量（超過流量）が

発生し，各所の破堤と水門破壊，氾濫をもたらした。上記の実施済み短期対策

により，今後２０１１年と同規模の降雨・河川流出が発生したとしても，２０１１年に発

生した超過流量の６０％は上流での一時貯留や下流での排水によって制御可能と

推定され，被害も相当程度軽減されるはずである。短期対策については，イン

ラック首相も現場視察を通じて事業実施状況を確認し，各県知事と定期の電話

会談による意見交換を実施している。

表４は，タイ中央平原をナコーンサワンで上下に区分し，２０１１年と２０１２年の雨

季における水の流入出量を比較している。タイ中央平原にもたらされる水は，

平原に降った雨，上流ダムからの放流，人為的に制御されない河川の自然流出

（大きなダムのないヨム川，ワン川），の三つに大別される。このうち２０１２年雨季

の降水量は２０１１年と比べて２４％少ない。

地域別にみると，２０１２年の降水量は上流域１０７４mm，下流域９７３mmで，２０１１
年（上流域１４２１mm，下流域１１２７mm）と比べてそれぞれ２４％，１４％少ない。また

２０１２年雨季のダム放流量（４８億２０００万立方メートル）も，２０１１年雨季の放流量（１３１

億６３００万立方メートル）と比べて２０１２年は６３％少ない。大規模ダムによる制御が

ないヨム川，ワン川からの流出量もまた２０１１年の１４５億７６００万立方メートルから

２０１２年は４５億２１００万立方メートルへと６９％の減少を見せた（表５）。ダム放流操

作規程改定の影響はチャオプラヤー川の流量にはっきりと表れている。２０１２年

のチャオプラヤー川本流における最大月流量は，２０１１年に比べて，ナコーンサ

ワン県（C．２観測点，９月）で３０％，アユッタヤー県（C．２９観測点，１０月）で５９％

減少した。短期対策のなかで灌漑局は，ナコーンサワン県 C．２観測点における流
量が毎秒２７００立方メートルを上回らないように上流での流量操作を行うものと

定め，この基準流量以下であれば通常の操作で対処可能なように下流域の施設

整備を実施。これに対して２０１２年の最大流量は毎秒１８３８立方メートル（９月１１日

午前６：００観測）で，この基準を大きく下回った。ちなみに流出量や降雨量が多く

て C．２観測地点における流量が毎秒２７００立方メートルを上回った場合には，毎秒
３６００立方メートルを超えないように上流側でダムへの貯留操作や調整池への一

時貯留等の各種非常操作が行われるほか，アユッタヤー以南の氾濫を防ぐため

にC．２９観測点（バーンサイ）以北でも同様の非常操作が行われる（SFCWRM２０１２）。
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地域
区分

項目 年
月

計
５ ６ ７ ８ ９ １０

中
央
平
原
上
部

１
放流量／流入量
（百万立方メートル）

１．１プーミポン・ダム
２０１１ １１２ ９８ １７６ ６２６ ７７６ １，９８８ ３，７７６
２０１２ ９０８ ３３４ ３２６ ２５５ ７８ ５８ １，９５９

１．２シリキット・ダム
２０１１ ２１２ １８７ ４７３ １，５５９ １，８３０ ９４６ ５，２０７
２０１２ ７０１ ６８５ ４９２ ３６５ １２５ １７１ ２，５３９

１．３ワン川（W．４A） ２０１１ ３８９ １６０ １２４ １，０２８ ９４８ ８０２ ３，４５１
２０１２ １１３ １１４ ６０ ８２ ５８ ２３３ ６６０

１．４ヨム川（Y．１０） ２０１１ ６６４ ８４５ １，０７７ ２，３７８ ３，０８０ ３，０８１ １１，１２５
２０１２ １０７ ６２４ ４１１ ４９９ １，１０７ １，１１１ ３，８５９

総河川流入量
２０１１ １，３７８ １，２９０ １，９２１ ５，５９１ ６，６３４ ６，８１６ ２３，６３０
２０１２ １，８２９ １，７０４ ３，００１ １，２０３ １，８９２ １，５７３ １１，２０２

２ 降雨量（mm） ２０１１ ２３１ １５６ ２４４ ２５３ ３７９ １５８ １，４２１
２０１２ ２４０ １１３ １６２ １８５ ３１８ ５６ １，０７４

中
央
平
原
下
部

３
流入量
（百万立方メートル）

３．１
平原上部より
（C．２流量）

２０１１ ２，２４６ ２，８９９ ５，４８４ ９，２８６ １２，１６４ ９，１１９ ４１，１９８
２０１２ １，６９６ １，８３５ １，４３０ １，４７１ ３，７４２ ２，８４１ １３，０１５

３．２パーサック川
２０１１ ３９ ２７７ ４９６ ５５５ １，０９３ １，３５６ ３，８１６
２０１２ ５７ ６５ ３８ ２８ ２１２ ７２ ４７２

３．３クラシオ川
２０１１ ４５ ６０ ７２ ４６ ３９ ５７ ３１９
２０１２ ４５ ３０ １５ ３６ １０ ２６ １６２

３．４タップ・サラオ川
２０１１ ０ ７ ６ ０ ０ ３２ ４５
２０１２ １ １ ０ １ ０ ０ ３

４ 総河川流入量
２０１１ ３，３１９ ４，８００ ６，７７８ ９，０１２ １４，９７９ １６，１４５ ５５，０３３
２０１２ １，７９９ １，９３０ １，４８４ １，５３５ ３，９６３ ２，９４０ １３，６５１

５ 降雨量（mm） ２０１１ ２１３ １２２ １７４ １７７ ２８１ １６０ １，１２７
２０１２ １６１ １００ １３６ １５６ ３３３ ８７ ９７３

６ 流出量（C．２９）（注） ２０１１ ３，０９８ ４，６０６ ６，０３６ ７，５００ ９，１０１ ９，６７４ ４０，０１５
２０１２ １，８５０ ２，１１２ １，９４１ １，７７７ ４，３４０ ４，０１３ １６，０３３

２０１１年 ２０１２年 変化率（％）

平原上部降水量（mm） １，４２１ １，０７４ －２４

平原下部降水量（mm） １，１２７ ９７３ －１４

ダム放流量合計
（百万立方メートル）

１３，１６３ ４，８２０ －６３

ヨム川・ワン川からの流入
（百万立方メートル）

１４，５７６ ４，５２１ －６９

表４ ２０１１年と２０１２年の雨季における水文諸量

（出所） Chulalongkorn University（２０１２）．
（注） アユッタヤーにおけるチャオプラヤー川流量観測点

表５ ２０１１年と２０１２年の雨季における中央平原への降雨および河川流入量比較

（出所） Chulalongkorn University（２０１３）．
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上述のとおり２０１２年の河川流量等は２０１１年洪水時に比べて少ない。これは第１

に降雨が少なかったためである。２０１２年は降雨のピークが９月にしか発生しな

かった。ダム運用の変更もまた，チャオプラヤー川における流量のピークを著

しく低下させる役割を果たした。表５は，表４同様，タイ中央平原の上部（ナコー

ンサワン以北）と下部（ナコーンサワン以南）について雨季（５月から１０月）の流入

量を２０１１年・２０１２年で比較したものである。２０１１年に比べ，降水量は上部・下部

でそれぞれ１４％と２４％少なく，ダムからの放流量は６３％，ヨム川・ワン川から

の流入量は６９％少ない。ここからはダム操作変更の影響の大きさがみて取れる。

２０１２年の氾濫・冠水は特定の低地に局所的に発生するにとどまった。たとえ

ばバーンラカム，ピッサヌローク，アユッタヤーなど大河川沿い低地で生じた

河川氾濫や，９月以降，スコータイやバンコク市街地で生じた排水不良による

局地的冠水である。９月には平原上部で３１８mm，下部で３３３mmの降雨があり，
バンコクではこうした短期に高強度で降る雨量に比べて排水量が限られるため，

冠水域が急拡大した。このほかバンコク東部のラートクラバン工業団地で周囲

の堤防が一部決壊し浸水が生じたものの，直ちに堤防が修復され冠水の拡大は

食い止められた。

このように一部で氾濫・冠水が生じたが，２０１２年雨季は，水は全体として制

御されていたといえる。これは２０１１年に比べて降雨量が少なかったほか，新し

く設置された単一指揮機関のもと，関係組織が密接に協調・対応しながらダム

放流操作を実施したことによる。また各種水文・水管理情報は，国家水管理セ

ンターが立ち上げたウェブサイト「Water４Thai」を通じても公表され，水管理
に関する意思決定や一般市民への状況周知に役立った。洪水対応システムも要

望に応じて地方当局に必要な支援を行った。

第６節 残された課題

即時・短期減災計画による建設事業は，さまざまな遅延要因により５０％しか

実施されていない。これは予算承認手続きや入札，契約，用地選定等によるも

のである。建設進捗のためにさらなるモニタリングが求められている。

治水施設改修や洪水時の水管理に関する関係省庁間の調整により多くのコミュ
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ニケーションが必要とされる。

計画と実施，計画見直し過程における地方行政組織，地方自治体そして中央

政府の関与，計画見直し過程への市民参加も考慮すべき事項であり，とくに長

期計画事業の実施にはこれらが不可欠である。

現在のところタイ政府は，長期計画（構想，目標，手法，実施）策定を担当する

国内・国際コンサルタントを入札によって選定するとしているが，設計と建設

工事実施計画，設計と環境影響評価（EIA）の実施手法，契約管理の実施方法な

どについては，その事業者選定過程や事業実施方法に対して少なからず疑問の

声も上がっている。何らかの問題が生じた場合には，これらの実施に関する制

度上の不備が事業実施の遅延や事業中止につながりかねず，進捗状況を継続的

に監視していく必要があるというものである。

おわりに

２０１１年の洪水の原因は長期にわたる高強度の降雨である。加えて洪水対応に

向けた各種調整もまた不十分であった。洪水への対処を目的とした短期と長期

両方の計画の枠組みを定めるための８本柱が立てられ，実施指針が起草された。

短期計画は２０１１年規模の洪水に対処するために起案・実施されたもので，六

つの作業計画により構成される。これらの対策は，実際，２０１２年に上流からの

洪水流入を軽減するために役立っていた。とくにダム放流量の減少は顕著であっ

た。遊水地もすでに機能し得る状態であり，必要な場合に洪水流出のピークカッ

トを行えるよう待機状態にあった。

タイ政府は長期計画策定事業を国際入札にかけることを決定した。これは事

業実施を早める目的のほか，タイ政府が進める治水事業への国際社会の理解を

促すねらいがある。ただし長期事業では，その計画や実施，各事業間の調整，

関係省庁の調整，コンサルタント業者の入札の管理・監督体制について不明確

な点が多く，今後どのように改善されていくか，注視する必要がある。

第７章 タイ２０１１年大洪水後の短期治水対策
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